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は じ め に 

 

私が２年前に着任した当時の全国学力状況調査結果では、北海道は下位に低

迷しており、その北海道内において根室管内はさらに下位の状況でした。とこ

ろが、そのような中で、本町は全国・全道平均に迫っていることがわかり、安

堵するとともに、その要因は何か、さらなる基礎学力の定着・向上を図るため

には、今後何が必要なのかを考えていました。 

当時は各学校を頻繁に訪問し、授業を見せてもらいましたが、教職員は、総

じて子どもたちとしっかり向き合い、熱心な授業を重ねており、子どもたちも

落ち着いていました。また、各学校では自主研修会や公開研究会等積極的に取

り組み、教師力の向上に努めている姿がありました。この頑張っている教職員

に、さらに研鑽を深めてもらおうと、全国の教育先進地に派遣し、見聞を広め

るとともに、自身の目で確かめ、感じたもの・得たものを持ち帰ってもらい、

本町の教育に活かしたいと考えました。同時に先駆的に取組む県教委や市町村

教委がどのような構想をもって進めているのか調査する必要もありました。 

そして、私の単純な発想に、教委職員が原案を作成し事業予算を確保して始

まったのが「生き抜く力（質の高い学力・豊な心・逞しい生活力）アッププロ

ジェクト事業」です。今回は道外の 3 地域（学力向上の秋田県横手市、生活力

向上の大分県豊後高田市、教師力向上の高知県四万十市）に教職員等を派遣し

調査を行いました。派遣した 3 地域とも大きな収穫を抱えて戻り、プロジェク

ト会議等の中で報告会開催や、今後の本町において活かせるものは別海型教育

ビジョンの構築の参考にしていく作業を進めております。 

また、視察先の秋田県横手市伊藤教育長が、視察チームの熱心さに感動し、

別海町を訪問してくれました。講演会や学校訪問をしていただき、相互交流を

進めていくことが提唱されております。 

今後も、このような交流や教職員派遣を継続し、この「生き抜く力向上策定

プロジェクト事業」が、別海型教育の礎となることを願っております。 

 

 

平成２７年３月 

 

別海町教育委員会教育長 真 籠  毅   

 

 



 

3 

 

第１章 本事業について 

 

 

１ 趣 旨  

 

 本町における子どもたちの学力の現状は、平成２５年度の全国学力・学習状況調査に

よると、全国的には上位地域と差があり、平均を下回っている。教育の機会均等という

義務教育の理念を踏まえれば、本来生まれ育ったところで学力に大きな差があることは

あってはならないことであり、義務教育で身につける基礎学力は、子どもたちの進学は

もとより、就職や社会進出に多大な影響を及ぼすものである。 

さらに、本町の教育において、保護者や地域社会からのニーズが多様化してきており、

学校は学校内外の環境の変化に対応し、組織機能を持続成長させていくことが求められ

ている。その意味で、「すべては今いる一人一人の子どもたちの為に」と志を持って、

教壇に立っている教職員の「教師力向上」と「学校組織の活性化（学校力の向上）」は、

教育においては重要な課題である。 

このことから、教育に関して全国の先進地の中から、本町の地域性に見合う取組を実

践する地域を厳選し、それらの地域を調査研究・分析していくことが、別海型の教師力・

学校力向上の施策を展開していくために必要である。 

 別海型の学校教育を構築することによって、本町の将来を担うであろう子どもたちの

基礎学力の向上を実現し、「生き抜く力」の向上を図るため、本事業を実施する。 

 

 

 

２ 事業内容  

 

全国学力・学習状況調査において、正答率が上位、または、学習に挑む意欲や生活力

の進捗が著しい他府県における市町村の取組を調査し、町内の教職員が分析・研究・立

案を行い、実践の改革に活かす。 

調査対象地域の教育に関する取り組み、体制等を学び、学校と保護者が状況や展望を

共有する中で、受身ではなく、自ら取り組む児童・生徒を育むために、「別海」型の「教

師力」育成・「学校力」の構築と実現をめざし、組織的・継続的な取り組みを展開する。 

そのことにより、結果として、道教委が「オール北海道」で目指す到達目標である基

礎学力の保証や、本町のめざす「教育推進目標」の推進に大きく寄与できる事業となる。 

 教員の指導力向上を図るとともに、本町の地域性、家庭環境、生活習慣にあった別海

型の学校・学習指導体制の構築を行うものとする。 
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３ 調査対象地域 

 

（１）秋田県横手市 

＜選定理由＞ 

  秋田県は平成１９年度の全国学力・学習状況調査から６年連続で全国１位である。 

また、秋田県の取組は成功事例として注目を浴びており、全国各地からの視察が多

い。実際にその取組を導入し、成果を上げている地域もある。 

その中でも横手市においては、人口は 98,367 人（平成 22 年度国勢調査より）で

別海町と比べると約６倍の人口であるが、市町村合併でできた市ということもあり、

本町と同規模の町村が存在する。 

このことから、秋田県の教育に関する有効的な取組と、本町との共通点を考え、秋

田県横手市を調査対象地域とする。 

 

（２）大分県豊後高田市 

＜選定理由＞ 

  大分県豊後高田市では、「教育のまちづくり」をスローガンに掲げ、「学びの姿」の

構築を図るため、学校と家庭、そして地域とが一体となった教育を推進している。そ

の取組は、かなり緻密に、かつ、地域性にあわせて計画されており、さらに、その取

組において、学校だけではなく家庭や地域の協力の下で実現されている。学校、家庭、

地域の連携や協力体制がうまく取れていると考える。 

さらに全国学力・学習状況調査の結果によると、平成２４年度、平成２５年度とも

に全国平均を上回っているため、実績も目に見えている。 

学校、家庭、地域における教育の取組内容だけではなく、学校、家庭、地域での協

力体制も学べると考え、大分県豊後高田市を調査対象地域とする。 

 

（３）高知県四万十市 

＜選定理由＞ 

平成１９年度に復活した全国学力テストで、全国平均を下回る結果が続いていたが、

秋田式を導入してから、平成２５年度の結果は、平成２１年度比で、全国平均正答率

との差が縮まった。 

秋田式を導入していく上で、地域性にあった学習体系を構築したことも学力向上の

要因と考えることができる。また、教育委員会を中心とする行政主導の実践例として

学ぶべき諸点も多い。 

さらに、高知県四万十市は本町と友好都市サミット協議会を提携しており、よりス

ムーズに、かつ密接に交流できると考える。 

このことから、高知県の地域性にあった独自の学習体系を構築するノウハウと、つ

ながりやすさを考え、高知県四万十市を調査対象地域とする。 
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４ 構成員・３地区 

 

  別海町生き抜く力向上策定プロジェクト会議設置要領による。※ｐ．７ 参照 

町内３地区※（中央、東、西地区）の小・中学校を１ブロックとし、本町の課題で

ある「学力の向上」「生活力の向上」「教師力の向上」を各ブロックで担当し、その課

題解決に向けて協議する。 

なお、視察地域への派遣者は、各ブロックから２名とする。（校長含む） 

※町内３地区について 

①中央地区（上風連小・中学校、中西別小・中学校、別海中央小・中学校） 

  テーマ：学力の向上について 

②東 地 区（野 付 小・中学校、別 海 小・中学校、中春別小・中学校） 

  テーマ：生活力の向上について 

③西 地 区（西春別小・中学校、上西春別小・中学校、上春別小・中学校） 

  テーマ：教師力の向上について 

 

 

５ 研修内容 

 

 （１）視察前研修及び会議 

     本町の課題確認及び調査対象地域の事前学習を実施。 

     ・視察前研修       平成２６年６月２０日 実施 

     ・視察前会議（中央地区） 平成２６年７月２９日 実施 

           （東 地 区） 平成２６年７月１８日 実施 

           （西 地 区） 平成２６年７月２４日 実施 

     ・視察前打合せ（中央地区）平成２６年８月１３日 実施 

 

（２）視察研修 

調査対象地域（３地域）に視察へ行き、取組内容や地域の状況等を把握する。 

平成２６年度 視察研修実施状況 

 秋田県横手市 大分県豊後高田市 高知県四万十市 

中央地区 ２名   

東 地 区  ２名  

西 地 区   ２名 

事 務 局 １名 １名 １名 

計 ３名 ３名 ３名 

合計 ９名 
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    ・秋田県横手市   平成２６年８月２１日～８月２３日（３日間） 

    ・大分県豊後高田市 平成２６年７月２９日～８月  １日（４日間） 

    ・高知県四万十市  平成２６年７月２７日～７月３０日（４日間） 

 

（３）視察研修報告及びブロック会議 

  視察研修終了後、派遣職員を含めて視察研修の報告とワークショップを各ブ

ロックで実施。 

  ・副座長会議        平成２６年 ９月１８日 実施 

  ・視察研修報告       平成２６年１０月 ３日 実施 

  ・ブロック会議（中央地区） 平成２６年１２月 ２日 実施 

          （東 地 区） 平成２６年１２月１１日 実施 

（西 地 区） 平成２６年１２月 ３日 実施 

 

（４）教育講演会及び全体報告会 

    教育に関して先進的な地域から、講師を招聘し、町内教職員を対象に教育講

演会を実施。 

    （講師：秋田県横手市教育委員会 教育長 伊藤 孝俊 氏） 

ブロック会議で協議した内容の報告会を実施。 

・教育講演会 平成２７年２月４日 実施 

・全体報告会 平成２７年２月４日 実施 
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別海町生き抜く力向上策定プロジェクト会議設置要領 

 

（平成２６年 ５月 ７日 教育長決定） 

（目的） 

第１条  「別海町の生き抜く力（質の高い学力・豊かな心・逞しい生活力）の向上に

関する取組方針」に基づき、別海町の生き抜く力（質の高い学力・豊かな心・

逞しい生活力）の向上に関する取組方針策定プロジェクト会議（以下「プロジ

ェクト会議」という。）を設置するものとする。 

 

（構成） 

第２条  プロジェクト会議の構成員は、別海町内小中学校の校長・教職員により構成

するものとし、次に掲げる者を別海町教育委員会（以下「教育委員会」という。）

が委嘱する。 

（１） 別海町小中学校校長会から推薦の校長 

（２） 別海町立小中学校校長から推薦の教職員 

２ 前項に定めるもののほか、オブザーバーとして、別海町立保育所・幼稚園、私

立幼稚園、別海高校、根室教育局に対し、必要に応じ参加を呼びかけるものとす

る。 

 

（委員の任期） 

第３条  委員の任期は１年とする。 

 

（座長及び副座長） 

第４条 プロジェクト会議に座長を置くものとする。 

  ２ 座長は教育長をもって充てるものとする。 

 

（検討・協議項目） 

第５条 プロジェクト会議は、第１条の目的を達成するために次の項目について行う。 

○ 別海町の課題について 

○ 別海町の生き抜く力の向上に関する取組方針について 

○ その他の別海町生き抜く力向上に関すること 

 

（会議の進め方） 

第６条 プロジェクト会議は、教育長が召集するものとする。 

  ２ プロジェクト会議は、第５条の項目についての検討・協議・策定を行うものと

する。 
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（事務局） 

第７条 プロジェクト会議の事務局は学務課学務担当に置く。 

  ２ 事務局長は、指導参事をもって充てるものとする。 

 

（その他） 

第８条 この要領の定めるもののほか、必要な事項は教育長が定める。 
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平成２６年度 別海町生き抜く力向上策定プロジェクト会議 

 

【構成員】 

 学校名・校長会 職  名 氏     名 備    考 

１ 別海町校長会 校  長 青 坂 信 司 副座長 

２ 別海町校長会 校  長 飯 田 輝 雄 副座長 

３ 別海町校長会 校  長 志 道   仁 副座長 

４ 別海小学校 教  諭 高 橋 佳 伸  

５ 野付小学校 教  諭 大 石 智 司  

６ 上風連小学校 教  諭 久 門 弘 宜  

７ 中西別小学校 教  諭 水 内 健一朗  

８ 別海中央小学校 教  諭 山 田 妃呂美  

９ 中春別小学校 教  諭 佐 野 達 也  

１０ 西春別小学校 教  諭 三日市 雅 保  

１１ 上西春別小学校 教  諭 佐 藤 雅 澄  

１２ 上春別小学校 教  諭 綾 野 正 巳  

１３ 別海中学校 教  諭 長     亘  

１４ 野付中学校 教  諭 三 宮 貴 史  

１５ 上風連中学校 教  諭 山 中 武 彦  

１６ 中西別中学校 教  諭 瀧 本 樹 子  

１７ 別海中央中学校 教  諭 伊 藤 大 輔  

１８ 中春別中学校 教  諭 川 村 幸 樹  

１９ 西春別中学校 教  諭 栗 林 俊 一  

２０ 上西春別中学校 教  諭 西 尾 和 人  

２１ 上春別中学校 教  諭 吉 川 夏 実  

 

【事務局】 

１ 別海町教育委員会 教育長 真 籠   毅 座 長 

２ 別海町教育委員会 教育部長 中 谷 隆 弘  

３ 別海町教育委員会 指導主幹 谷 口 秀 文  

４ 別海町教育委員会 指導参事 古 森 康 晴 事務局長 

５ 別海町教育委員会 学務課長 佐々木 栄 典  

６ 別海町教育委員会 学務主幹 松 田 勝 広  

７ 別海町教育委員会 学務主幹 福 原 義 人 事務局次長 

８ 別海町教育委員会 学務主事 白 崎 百 恵  
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第２章 視察研修報告について 

 

１ 秋田県横手市の教育行政等に関わる視察研修報告書・・・・・・・・・ １１ 

 

 

 

２ 大分県豊後高田市の教育行政等に関わる視察研修報告書・・・・・・・ １７ 

 

 

 

３ 高知県四万十市の教育行政等に関わる視察研修報告書・・・・・・・・ ２３ 
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１ 秋田県横手市の教育行政等に関わる 

視察研修報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視察期間： 平成２６年８月２１日（木）～８月２３日（土） 
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別海町生き抜く力向上策定プロジェクト視察地派遣事業 

秋田県横手市の教育行政等に関わる視察研修報告書 

 

１ 視 察 目 的  町内の教職員が全国学力・学習状況調査において正答率が上位、または、学習に挑

む意欲や生活力の進捗が著しい秋田県における横手市の取組を調査し、分析・研究・報

告を行い、実践の改革に活かし、「別海」型の学力向上の推進・子どもの家庭学習の改

善を目指し、組織的・継続的な取組を展開する。 

 

２ 視 察 期 間  平成２６年８月２１日（木）～８月２３日（土）３日間 

 

３ 視 察 者  別海町中央地区代表 

別海町立上風連中学校  校長 志 道   仁 

別海町立別海中央小学校 教諭 山 田 妃呂美 

別海町教育委員会  指導参事 古 森 康 晴 

 

４ 視察地情報（平成２６年６月現在） 

人口 約９６，４７０人 
学校数 

私立幼稚園４（公立なし） 小学校２２ 

中学校７ 県立中学校１ 特別支援学校１ 面積 約６９３平方キロ 

人口密度 約１３９人 児童数 ４，３１８名 

基幹産業 農業、漁業、酪農業、商業 生徒数 ２，２８６名 

 

５ 視察内容 

（１）教育委員会の取組 

ア 指導主事訪問の実際 

   （ア）事務所と市の指導主事の役割を明確にしている。（教科や目的に応じて分ける） 

   （イ）設置者の指導主事は、要請なし訪問によるスピード感ある対応ができる。 

  イ 「言語活動の充実」に係る研究指定事業 

   （ア）言語活動の充実による確かな学力の育成 

   （イ）研究指定区の小中学校による公開研究会の実施（休業日として全教員参加） 

   （ウ）言語活動の充実による授業改善と学習評価の工夫改善 

ウ 学校図書館経営の充実 

   （ア）学校司書補助員の配置による学校図書の改善を図る。 

   （イ）教育長訪問の際、学校図書館の課題について協議する。 

エ 県学習状況調査の活用 

   （ア）きめ細かな分析と的確な指導助言に活用している。 

   （イ）授業改善の資料に活用している。 

オ 学校生活サポート事業の活用 

   （ア）在籍を問わず、困り感のある学級で活用する。 

   （イ）雇用条件は時給１，０５０円で６時間勤務となっている。 

   （ウ）市の予算は、４０名で５，０００万円となっている。 

  カ 小・中連携教育及びキャリア教育の推進 

   （ア）各中学校区における小・中連携カリキュラム、小中合同研修会の推進 

   （イ）小学校段階からの一貫性のあるキャリア教育の展開 

   （ウ）次世代ものづくり人材育成事業の推進（科学お楽しみ広場の実施など） 

   （エ）キャリア教育研修会の実施 
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  キ 指導方法の工夫改善及び少人数学習推進事業に係る加配の活用 

   ・確かな学力の向上を目指し、少人数指導や TT等多様な指導方法を工夫し、少人数集団による習

熟度別学習・課題選択学習等での個に応じたきめ細かな指導を展開する。 

   ・少人数学習推進事業の加配校は小学校で４校、中学校で１６校設置している。 

   ・指導方法の工夫改善に係る加配校は小学校８校（２０名）、中学校６校（３２名）で配置してい

る。 

  ク 県学習状況調査の活用（H１４から実施） 

   ・本調査の活用により学習指導要領の内容の定着度を把握し、各小・中学校において自校の実態

や課題をより的確にとらえ、学習指導の工夫改善を図る。 

   ・学校ごとの通過率や設問の分析、学校間の情報交換を重点的に行っている。 

  ケ 単元評価問題等の活用 

   ・「秋田県学力向上支援 Web」で配信されている単元評価問題を活用し、授業改善を推進し、児童

生徒の基礎学力の向上に資する。 

  コ 教育専門監の活用 

   ・市内３名の専門監加配を活用した授業等の質的向上（兼務校での TT） 

   ・専門監の各種研究会、研修等での活用（アドバイザー、授業協力者等） 

  サ 秋田大学の横手分校・附属教育実践支援センターとの連携及び事業の活用 

   ・市の研究指定事業の全体指導者、学校の要請に応じた研究会等の指導・講話など大学の教員に

対する指導者を要請する。 

   ・附属教育実践支援センター「学びの総合エリア」事業の活用 

  シ 小学校外国語活動の充実 

   ・８人の ALT を雇用し、市内２２校の小学校すべてに３５時間派遣可能な体制を整えている。 

  ス 特別支援教育の充実 

   ・特別支援教育専任指導主事を配置し、各小中学校からの「気になる子」の状況確認、知能検査

の実施等、特別支援教育に係る様々な要請等に対応する。 

   ・就学前言語障害児指導事業において言葉やコミュニケーションなどの支援が必要な就学前の幼

児に対し、相談や指導を行うために「幼児ことばの教室」を設置する。 

 

（２）市立金沢小学校の取組 

ア 金沢小学校の取組 

（ア）言語活動の充実による学力向上推進事業 

    ａ 思考力・判断力・表現力を高める学び合いを工夫す

るために考えをもつ時間を保障し、ペアや小集団での

思考の場や伝え合う場、自分の言葉で説明する場を設

定している。 

    ｂ 思考の深まりがわかるノート指導では、根拠や発展

を含んだ言葉を使って授業の振り返りを行う。また、

メタ認知を通して学びを確かなもの、自分のものにし

ていく。 

    ｃ 「学び」のためのま・NAVI を活用した学習規律の徹

底を通して、学び方や学ぶ姿勢を身に付けている。 

    ｄ 小中連携「学び合いの姿」系統表を使って、聞く・話す・話し合う活動の目安を明確にす

ることで、子どもに明確な目標をもたせている。 

    ｅ 『「聴いて考えてつなげる」学習を意識した授業改善をめざして』では、教師の立ち位置だ

けでなく、声掛けの意味や目的を明確にした上で、教師がかかわることの大切さを全教師で

共通認識をもっている。 

育てたい力の明確化と提示の様子 
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    ｆ 研究に関する指導助言をいただいている横浜国立

大学の高木教授には、児童の話し合いが一方通行にな

っていてつながっていない、発信しているだけである

と指摘を受け、授業の中でストップモーションを繰り

返し、指導した結果、児童の意識が変わり、考えをつ

なぐことの楽しさや自分の発言が役に立っているこ

とを実感し、友達にも気付かされた。 

    ｇ 言語活動の充実に取り組んできた結果、児童の学校

生活が豊かになった。今までの集会活動「ひびきの集

い」では音読発表会後の感想交流で指名されなければ 

発言しなかった児童が、自主的に感想を言うようにな 

った。 

（イ）学校教育の活性化に向けて 

    ａ 学校農園を活用して横手やきそばの具材であるキャベツを栽培している。 

    ｂ 小中学校の円滑な接続をめざした中学校区における研修会を充実させている。 

    ｃ 平成２８年度の統合に向けて学校間連携を具体的に進めていくため、学習規律や研修のス

タイルを北中学校区で統一して取り組んでいる。 

 

（３）市立横手北中学校区の全体研修会 

ア 市立横手北中学校区全体研修会における各種部会の様子 

＜国語＞解釈だけで終わってしまう 

・自分の考えをもたせるには解釈ではなく、松尾芭蕉の読みに対して自分の感じ方話すことが

大切である。主体が芭蕉になっては解釈になり、自分であれば考えになる。 

・自分の考えを深め合う授業とは、感じ方を交流する授業である。 

＜社会＞経済概念と社会科の関連 

・小学校第５学年で学習した生産量と消費量の関係を中学校の経済の学習にも活用する。 

・わかったことと、これからのことをつないで考える。 

・経済学の根幹の学習が小学校第３学年の社会科にあるのではないか。学びの蓄積を大切にし

たい。 

＜数学＞学力向上と授業改善 

・学力の向上には、学習規律のバランスが大切である。 

・説明するには根拠を明らかにする必要がある。その上で話   

合い活動がある。 

・学習規律の定着において小６と中１を同じカテゴリーに入

れることでギャップが埋まり、小６のフォローを中１で行

う。 

＜理科＞考えが引っ張られてしまう展開 

・ペアや小集団で話し合うと、発言が偏ったり、一方に引っ

張られてしまったりする傾向にある。 

・気にしていることをしっかり確かめてから本時の問いに入

る。実験準備を先行させるのではなく、実験や観察の予想

を立ててから準備を行う。 

＜英語＞目的のある学習活動になっているか。 

・「○○をつくる」など、活動を達成するために英語を使う。 

・国語科の授業展開と似ていて生徒の作品にアドバイスをする場面がある。 

 

「話す・聞く」に関する指導事項

の机上掲示 

横手北中学校の授業モデル 
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＜体育＞プレーを生徒に見せる工夫 

・評価する観点は、技術であって思考ではないことから、作戦を考えさせることに終始しては

いけない。 

・映像で自分のプレーを見直せるように、自分の変容を捉えられるような工夫が大切である。 

・評価規準について協議で話題になるなど、目標に準拠した指導がなされている。 

＜道徳＞資料との対話・自己との対話 

・国語ではないので、読解に終始しない。 

・発問で「私は何をみつけたのでしょう。」とした方が、

「見つけたものは何ですか」より考えが深まる。 

・生徒同士が立って交流する場面を位置付けたが、考えを

深める手立てにならない、ただのノートの写し合いにな

ってしまうのではないか。 

・ステップシートにある「自分の出番」（タケノコ発表） 

を中学校でも取り組んでみる。 

＜特別活動＞学級づくりの見直し 

・アンケートの結果をきっかけに生徒自身が自分の学級を見直し、学級の取組を考えていく。 

・成果を話題にして自分たちの取組を評価させることで、生徒自身に指導と評価の一体化が図

られる。 

 

６ 成果と課題 

（１）成果 

ア 指定校型研究会の開催については、横手市の取組を参考に現在、別海町教育研究会の研修日と

して年間３日確保している時間を「生き抜く力アッププロジェクト指定校」の公開研究会として

授業実践もしくは研究発表を行い、全町の小中学校を休校にして全教師が参加するスタイルに変

換していく方向性が固まった。 

なお、別海町教育研究会は任意団体なので長期休業中、もしくは部会ごとに研修の機会は保証

する。 

イ 町独自の研究テーマの設定については、「た

くましい子どもの育成を目指し、生き抜く力

の向上を図る。」を町としての研究テーマとし、

取組については項目ごとに学校に任せ、特色

のある教育活動を展開させる方向性が固まっ

た。研究テーマを揃えることで、成果と課題

を比較でき、町としての方向性を明示できる。 

ウ 国や県の指定事業について、小中学校のど

ちらかだけでなく、補助を市で予算付けして

中学校区で研究できるように工夫しているこ

とから、中学校区の教育推進の方向性を生み

出す手立てとなっていた。 

 

（２）課題 

ア 教育行政執行方針と学校改善プランの関連については、毎年２月頃、各中学校区で行われる学

校関係者評価委員会の中で「１５歳の育ち」を分析し、検証する。各中学校区では、その育ちを

目指すために保幼小中でどんなことに取り組むか協議し、各学校等の改善プランを作成する必要

がある。 

 

夏季休業中の研修会の様子 
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イ 町の特色を生かした校内システムの構築については、本町は保幼小中高のつながりが明確であ

ることからそのメリットを生かして、同一集団によるシステムの構築を検討したい。 

学年や担任がかわる度に学校生活におけるシステムが変わっていては子どもが混乱し、安定し

た生活リズムを確保するまで時間がかかり、授業に集中できなくなる。 

そこで、小中学校９年間でそろえたいものと、そろえてはいけないものを洗い出し、中学校区

で統一したい。地区ごとの同一集団をどのように育てるか、自治体が責任をもって子育てのビジ

ョンを打ち出し、学校は教育活動を通して具現化する。そのためには、私立幼稚園の理解が必要

であることから別海町幼児教育研究会の協力を得て、保幼・小の連携を図っていく必要がある。（入

学説明会の弾力化・幼児観察の充実・アプローチスタートカリキュラムの構築） 

ウ 学校の業務の軽減については、現在の特別支援教育支援員を通常の学級でも配置できるように

し、通常の学級に在籍している発達障害のある児童生徒の支援の充実を図る必要がある。また、

スクリーニング検査の案内や吟味検査など、就学に関する事務手続きを支援教育委員会事務局で

行う。 

エ 定例教頭会議については、管理職の指導力が問われることから指示伝達事項に加えて、研修の

充実を図る必要があることから、次のような事例研修を行う。 

○ 指導案の助言 

・サンプルを出して、目標と活動と評価の整合性を指導する。 

○ 問題行動のアドバイス 

・相談に来た先生の情報と合わせて事例を提示する。 

○ 保護者の対応 

・内容と保護者の情報を提示して対応策を考える。 

※学校運営の活性化を図るため、内容の指導だけでなく、相手意識のある声掛けが出来るよ

うにする
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２ 大分県豊後高田市の教育行政等に関わる 

視察研修報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視察期間：平成２６年７月２９日（火）～８月１日（金） 
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別海町生き抜く力向上策定プロジェクト視察地派遣事業 

大分県豊後高田市の教育行政等に関わる視察研修報告書 

 

１ 視 察 目 的  町内の教職員が全国学力・学習状況調査において正答率が上位、または、学習に挑

む意欲や生活力の進捗が著しい大分県における豊後高田市の取組を調査し、分析・研

究・報告を行い、実践の改革に活かし、「別海」型の体力向上の推進・子どもの生活改善

を目指し、組織的・継続的な取組を展開する。 

 

２ 視 察 期 間  平成２６年７月２９日（火）～８月１日（金）４日間 

 

３ 視 察 者  別海町東部地区代表 

別海町立中春別小学校  校長 飯 田 輝 雄 

別海町立別海中学校   教諭 長     亘 

別海町教育委員会    主事 白 崎 百 恵 

 

４ 視察地情報（平成２６年６月現在） 

人口 約２３，５００人 
学校数 

公立幼稚園２（私立なし）  小学校１０ 

小中一貫校１ 中学校５ 高等学校１ 面積 約２０６平方キロ 

人口密度 約１１１人 児童数 １，０５１名 

基幹産業 農業、漁業、酪農業、商業 生徒数 ５７４名 

 

５ 視察内容 

（１）教育委員会の取組 

ア「昭和の町は教育のまちです」事業 

   （ア） 市教育委員会は、市の基本方針である「夢をか

たちに、未来に光り続けるまち豊後高田」の実現

を目指し、ヒト・モノ・コトを通して教育行政を

推進している。 

（イ）  昭和３０年代の活気と隣近所や地域の人々との  

ふれあいにあふれた、その時代の良さを生かそう

という取組を大切にしている。 

（ウ）  学校と家庭、地域が一体となった「教育のまち    

づくり」を推進している。 

（エ） 地域の教育力やかかわり合いに支えられた学校づくりのもと、子どもたちを育むことをめざ

している。 

（オ） 「学びの２１世紀塾」を軸に展開している。 

ａ 「学びの２１世紀塾」等の事業を通して得られた学力向上施策の成果や課題をもとに各種

委員会や会議等で審議し、推進計画を実施する。 

ｂ 学ぶ喜びや伸びる実感のもてる授業づくりや学びを支える環境づくり、家庭や地域、幼・

保・小・中・高との連携と交流を図る。 

ｃ  「昭和の町は教育のまちです事業」における基礎・基本の定着実行委員会の重要課題であ

る「授業力向上」の取組について、指導教諭、学力向上支援教員による積極的な授業公開と

日常的な校長の授業観察による指導及び互見授業の実施を行う。 

ｄ 習熟度に応じた個別指導を行い、一人一人のつまずき解消の取組を行うとともに、日常的 

に家庭と連携し家庭学習の定着・充実に向けた取組を行う。習熟度別少人数指導教員を２校 
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に配置し、配置校を核として、一人一人の児童生徒へのきめ細やかな指導方法の在り方を検 

討する。 

ｅ  生きる力を育むための思考力・判断力・表現力の向上の取組を行う。総合的な学習の時間

や学校図書館を活用した探求的な授業を推進するとともに、協調学習など学びあう授業を行

う。 

ｆ 学力の向上を図るために、校内研修（研究）の見直しを行う。マネジメントサイクルを生

かした校内研修（年間２回以上の校内研究会の実施）を実施する。研究の推進については教

務主任が行い、見通しを持ち、協働の取組みになるようにする。研究主任会を開催し、目的

意識や必要感、課題の共有化が図れるように研究主任の力量を高める。 

ｇ 学力の定着をめざした取組みを学校単独の取組みとせず、地域の課題として捉え、共に解

決を図れるよう、地域に教育活動（行事や授業）を公開し、情報を発信しながら、評価に必

要な資料を公開することで開かれた教育をめざす。 

ｈ 学力向上支援教員を１１校に配置し、配置校を核として６ブロック（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・ 

Ｆ）における教員の授業力向上及び児童生徒の学力向上に向けた取組を推進する。 

ｉ 主幹教諭の配置により、学校運営を活性化や組織の協働性を高めていくとともに、指導教

諭の配置により、高い専門性に裏付けられた実践的指導力に基づき、教育指導に関して、教

職員に指導助言を適切に行い、学力向上の取組を強化する。 

ｋ 学力向上支援システム（全国学力・学習状況調査のＢ問題）や学力・体力の種等を授業で

活用し、授業改善に役立て、活用力や問題解決の向上を図る。 

ｌ 「授業力」を向上させるために、教育課程研究協議会（全体会）を年３回開催し、加えて、

教科部会では、年 6回部会を開催し、全学校で教科における課題解決の取組みが共有できる

ようにするとともに、提案授業を行い、教員の授業力の向上につなげる。 

 

イ 「学びの姿」の構築を図る「学びの２１世紀塾」（塾長：市長・副塾長：教育長） 

（ア）学校五日制が始まった平成１４年度に開始。主に土曜日午前を活用した学びや体験教育の場。 

（イ）指導者  １５７名（市民７５ 教員等８２） ボランティア２３０名 

（ウ）塾経営者、教員免許所有者、退職教員、堪能 

な市民などが講師になる。 

（エ）現職教員もボランティアとして参加している。 

勤務扱いにはならない。 

（オ）市民講座や高校生向けの講座も実施している。 

（カ）教材は業者のものを使用することが多い。講師 

謝礼は交通費程度。 

（キ）教育課程に位置付いていない内容なので復習 

が多い。当然授業時数に含まない。 

（ク）学校教育係（義務教育）と社会教育係（生涯   

学習）が綿密に連携している。 

 

  ウ 平成２６年度豊後高田市学力向上戦略支援事業 

学力向上支援教員を１１校に配置し、配置校を核として６ブロック（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆ）

における教員の授業力向上及び児童生徒の学力向上に向けた取組を推進している。 

（ア） 各ブロックの内容 

    ・Ａブロック：算数・数学（小・小連携、小・中連携）、協調学習研究、中学理科 

    ・Ｂブロック：中学校数学（小・中連携、ＮＩＥ教育）、総合的な学習の時間 

    ・Ｃブロック：小学校国語（学校図書館活用教育、ＮＩＥ教育） 

    ・Ｄブロック：小中一貫教育（英語）、小・中連携 
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    ・Ｅブロック：中学国語、総合的な学習の時間（幼保小中連携）、問題データベース研究 

    ・Ｆブロック：小学校理科（問題解決学習、実験観察の授業も出る、ＩＣＴ研究） 

   （イ） 効果測定計画 

・各担当ブロック校における各種学力テストの結果から評価 

・担当する学校の学力向上会議・校内研究会等への参加状況から評価 

・毎月１回開催予定の市学力向上戦略会議への参加状況から評価 

・配置校における指導法の工夫・改善の効果について、授業観察から評価 

   （ウ） 公表及び報告 

    ・教育委員会から学力向上推進計画を地域へ公表 

    ・全国学力・学習状況調査及び大分県基礎基本状況調査結果を速報で公表 

 

エ 「キラリと光るまち」の場づくり 

（ア）地域に学びの場と人と機会を数多く設け、地域を大切にする子、地域に感謝する子を育てる。 

（イ）学校支援地域本部事業を立ち上げ、地域人材斡旋や人材データバンクを作成し、６地区で結成

した。 

（ウ）地域人材活用事業を立ち上げ、保護者や地域の人が授業サポーターとして活躍する制度を整備

した。 

（エ） コミュニティスクール事業を立ち上げ、学校や地域、保護者の連携を強化するために全学校で

組織し、毎月会議を実施している。会議では学校のことを考えた意見が多く協力的である。 

 

（２）市立真玉小学校の取組 

ア 学力向上ステップアップ事業 

 （ア）   国語科や算数科の躓きやすい学習内容について

確実な基礎・基本の習得を図るため繰り返し学習

を行い、学力を付けている。 

 （イ）   複数の指導者を配置し個別指導を行うことによ

り、児童一人一人の学力アップを目指している。 

 （ウ）   対象学年は全学年で、実施時間は８時３０分か

ら１０時３０分の４５分２コマで、実施期間は夏

休み中の５日間を設定している。 

（エ）   １クラス１５名前後の児童に対し、指導者が２   

～３名配置されている。学習内容については学習 

プリントに取り組む自学形式で、適宜個別指導を 

行っている。取り組んだプリントについてはその 

場で指導者が採点し児童に返却する。 

（オ）   指導者については、教員だけでなく、退職校長 

や地域住民など地域のボランティアが中心とな

っている。参加したボランティアは日誌をつけ、

日々の児童の取組を観察し、校長に報告している。 

（カ）  学力向上事業を行った後、２コマ９０分を使っ  

て水泳学習も行い、学習だけでなく、体力向上の

取組にも活用している。 

（キ）  参加児童の対応については、スクールバスを動 

 かし対応している。居住地による格差が発生しな 

 いように学習機会の均等化に努めている。 

 

学力向上ステップアップ事業の様子 
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（３）市立高田小学校の取組 

  ア 学力向上に関する授業改善 

   （ア） 課題とまとめの一体化を図った１時間完結型授

業に学び合いの協調学習を取り入れた授業づくり

を目指している。 

（イ） １時間完結型授業については、過程ごとに教師  

の動き、留意点等を掲載した資料を教員に配布し、

研修を重ねている。 

（ウ） 協調学習ではジグソー法を取り入れ、課題に対  

して児童生徒一人一人の捉え方の違いを明確にし、

交流することによって学びの理解を深めている。 

  イ 児童生徒の自律に関する取組としては、「学習・生

活スタンダード」を位置付け、学習と生活に関する

基準を定め、指導を進めている。 

  ウ 体力向上に関する取組 

（ア）  児童の休み時間について、基本的には外遊びを  

中心に様々な取組を行っている。 

（イ） 「体力チャレンジタイム」では、始業前の１５ 

分につながる運動を行い、月ごとに内容を変えて

いる。この取組によって体力向上だけでなく、落

ち着いて１時間目に取り組める児童が増えてき

ている。 

  エ 体育科の授業の充実 

   （ア）  体育専科教員を配置し、複数体制で体育の授業

を行っている。体育専科教員は近隣の中学校配属

教員で、週２～３回程度、小学生を対象に授業し

ている。専科教員が授業を行うことで、「体操や

予備運動のパターン化」「少人数によるグループ構成」を行うことにより、授業内での運動量を

十分に確保することが可能となった。 

   （イ） 体育専科教員の専門性を生かした授業内容を工夫することにより、児童に体を動かすことの

楽しさが伝わり、自主的に運動に取り組む児童の育成につながっている。 

  オ 遊び場の環境整備 

   （ア） 多様な遊びができるように校舎内外のスペースを利用して遊び場を設定している。この遊び

場は体育専科教員によるもので、グランドに設置した遊び場には安全性を確保するために芝を

張っている。 

  カ 児童会活動との連携 

   （ア） 外遊びを奨励するために集会活動で児童会が全校児童に働きかけ、児童会主催の体育集会を

活用して運動に取り組めるようにしている。 

  キ 保護者との連携 

   （ア）  児童の体力向上の一層の充実を図るため、徒歩通学を奨励している。 

 

（４）市立高田中学校の取組 

  ア 「学力アップコーナー」を活用した主体的学習者の育成 

   （ア） 「学力アップコーナー」とは基礎・基本の定着を目的として設置した自学を行う場である。 

   （イ）  設置場所が職員室前なので生徒が質問したり、教師が指導に訪れたりするなど、自然発生的

にかかわりが生まれる。 

体力チャレンジタイムの様子 

高田小学校の視察の様子 
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   （ウ）  基本的にはプリントによる自学が中心で、生徒が取り

組んだプリントは採点ボックスに入れ、教師が採点して

返却する。間違えた問題はやり直して再提出する。 

   （エ）  希望者による参加が基本であるが、全校生徒が取り組

めるよう各クラス５名ずつローテーションを組んでい

る。また、部活動に参加する生徒は、活動が始まる前に

プリントに取り組むよう指導している。 

   （オ）  コーナーが利用できる時間帯は、夏期が１９時、冬期

が１８時までとなっていて、担当教員を中心に個別指導

をしている。 

  イ 図書館を利活用した読書教育の充実 

   （ア）  日常的に図書室を学びの場とし、授業で積極的に活用

する取組を行っている。本棚を２分割することにより、

図書室全体が明るくなり、書籍を整理して学習スペース

を確保した。 

   （イ） 各教科で問題解決的な学習を構築し、調べ学習など図

書室で行うことを計画している。そのために、各教科担

任は資料となる本のリストを作成して授業を行ってい

る。 

 

４ 成果と課題 

（１）成果 

 ア 各学校の取組みはもちろんのこと、行政も共に子どもと向き合って教育に熱心であることが、地

域の教育力の向上につながっていると感じた。 

イ 「学びの２１世紀塾」での取組みを学び、子どもたちに学習する習慣を身につける場を設けるこ

との大切さを学んだ。 

（２）課題 

 ア 「学びの２１世紀塾」は子どもの学力の定着、体力向上を図ることができ、別海町としても見習

うべき点が多くあるが、実際にボランティアをしてくれる地域住民がどれだけいるのか、また、休

日の登下校手段（特に遠方から通学している子ども）はどのように対応するのか考える必要がある。 

 イ 豊後高田市で実施している内容は、別海町で各学校が実施している取組みと差はほとんどない。 

違いは、取り組み内容及び成果が目に見えるかどうかである。現在学校において実施している取

組みを見える化し、成果と課題を洗い出す必要があると感じた。 

ウ 豊後高田市の「学びの２１世紀塾」を別海町ですべて実施することは難しい。 

また、すでに放課後や長期休業を活用して補習をしている学校も多くある。別海町においてもで

きそうな取組や、すでに学校で実施している取組を明確化し、計画的に実施していくことが、より

良い効果が得られると考える。 

エ 実際にボランティアをしている地域住民に対して、メリット・デメリット、もっとこうしたら良

い、こうして欲しい、などの意見を聞きたかった。 

学力アップコーナーの様子 

効果的な図書室の活用方法 
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別海町生き抜く力向上策定プロジェクト視察地派遣事業 

高知県四万十市の教育行政等に関わる視察研修報告書 

 

１ 視 察 目 的  町内の教職員が全国学力・学習状況調査において正答率が上位、または、学習に挑

む意欲や生活力の進捗が著しい高知県における四万十市の取組を調査し、分析・研究・

報告を行い、実践の改革に活かし、「別海」型の教師力向上の構築と実現・日常の授業

改善を目指し、組織的・継続的な取組を展開する。 

 

２ 視 察 期 間  平成２６年７月２７日（日）～７月３０日（水）４日間 

 

３ 視 察 者  別海町西部地区代表 

別海町立上西春別中学校  校長 青 坂 信 司 

別海町立上春別小学校   教諭 綾 野 正 巳 

別海町教育委員会     主幹 松 田 勝 広 

 

４ 視察地情報（平成２６年６月現在） 

人口 約３５，５００人 
学校数 

私立幼稚園１   小学校１４ 

中学校１１   県立中学校１ 面積 約６３２平方キロ 

人口密度 約５７人 児童数 １，７２１名 

基幹産業 農業、漁業、商業 生徒数 ８２９名 

 

５ 視察内容 

（１）教育委員会の取組 

  ア 市の教育課題 

   （ア）小学校は全国学力学習状況調査の結果

と同等か上回る状況にあるが、学年が進

むにつれて学習評定が１の児童の割合

が高くなる。 

   （イ）中学校は学力の二極化が顕著である。

第１学年の学習内容の定着に大きな課

題を抱えている。また、全国学力学習状

況調査の結果においては思考力・判断

力・表現力等が求められるＢ問題に課題

が見られる。関心・意欲・態度など情意

面も全般的に低い傾向にある。 

   （ウ）基本的生活習慣については、小中学校

ともに望ましい傾向にある。 

   （エ）中学校の暴力行為は改善傾向にあるが、発生率では全

国平均を上回る状況にあることから、生徒指導上の課題

が急務である。 

（オ）不登校については中学校では改善傾向にあるが、小学  

校では発生率が高くなってきている。 

  イ アクションプランの活用 

   （ア）各学校の課題があるので、１校１役指定研究を立ち            

教師力の向上を図るサークル研修 



 

25 

 

上げ、各学校にミッションを与えている。 

（イ）学力向上研究会事業 

   （ウ）小学校外国語活動サポーター配置事業 

   （エ）「心の教育」推進事業 

   （オ）学校支援員の配置 

  ウ 朝読書の実施 

   （ア）児童生徒が朝の時間に本を読み、穏やかな一日の始まり 

を支援する取組となっている。 

  エ 新聞の購読・活用 

   （ア）新聞を学校生活の中で活用し、コラムをまとめる学習を  

推奨している。 

  オ 辞書の配布 

   （ア）小学校３年生に国語辞典、中学校１年生に英和・和英辞 

典を配付し、常に机の上に辞書を置き、わからない時は 

すぐ引ける教育環境の整備に努めている。 

  カ ＡＬＴの増員 

（ア）中村地区に２人、西土佐地区に１人配置しているが、８月よ

り中村地区は２人増とし、合計５人体制で外国語活動・英語

教育の充実に努めている。 

  キ 校長会との連携 

（ア）校長会を毎月開いて、四万十市の教育の状況について共通理  

解を図り、『オール四万十』で課題に取り組んでいる。 

  ク 情報発信から始める教育風土づくり 

（ア）学校や学校教育課の取組を広報やホームページ等で発信して 

いる。 

 

（２）市立具同小学校の取組 

ア 校長のリーダーシップによる職員のベクトルの方向付け 

 （ア）教育課程、教育計画の充実を目指し、知育と徳育と体育のバランスのとれた適切な計画を立案

している。 

 （イ）教育は意図的計画的な一時間一時間の授業と教育活動の地道な積み重ねの上に成り立っている

ことを理解し、実践している。 

 （ウ）一時間一時間の授業の充実が子どもを変える最良で、最も重要な取組であることを意識する。 

 （エ）常に「子どもにとってどうなのか？」を判断基準にしながら教育活動を推進している。 

 （オ）「学校は組織体であること」を意識して、進んで校務分掌に責任をもち、相互理解を図りなが

ら取り組んでいる。 

 （カ）教育の結果を常に把握、検証、公表し、結果に責任が

もてる教育実践に努めている。 

  イ 学校ぐるみの具体策の構築と PDCA サイクルによる具現  

化の徹底 

（ア）児童の事態を学校の教育課題として捉え、それぞれの  

教育活動は何のために行うか、目的意識を明確にした取 

組を展開している。 

   （イ）全ての教育活動に評価指標を設け、月別展開図におい 

て「いつ、だれが、どのように実行するか」について明 

記し、到達状況を検証しながら次年度の目標を設定する。 

新聞を活用した授業の様子 
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ウ 「凡事徹底」「凡事一流」「継続は力」など当たり前のことの 

継続・徹底 

 （ア）「５あ」の取組としてあいさつ・あんぜん・あとしまつ・あ

つまり・あそびに重点を置き、日常的な教育活動の中で繰り

返し実践していく。 

  エ 問題解決型の授業を目指しながら基礎・基本を大切にする取 

組への移行 

（ア）国語の授業は「読み」（音読、朗読、範読、読書）に始まり、   

「読み」に終わること。 

   （イ）教科書教材を大切にした指導を丁寧に行うこと。 

   （ウ）子どもが教材の文や言葉、論理展開に目を向ける研ぎ澄まさ 

れた発問を考えること。 

   （エ）コミュニケーション能力の育成の前提には、「書くこと」を 

大事にする教育があること。 

   （オ）「読書＝読む活動」「表現＝書く活動⇒話す活動」に習得→活 

用→発展の最終指導目標があることを肝に銘じて国語科の教科経営を進めること。 

   （カ）算数の習得する学力（知識・理解・技能）については、指導時数の確保、問題解決学習を中心

とする確かな指導過程、指導と評価の一体化、家庭学習の充実等により確実に定着させること。 

   （キ）習得した学力を基盤に、授業を核に、意図的計画的に活用学力を育てること。 

   （ク）「どんな力をつけるか＝目標、何を指導するか＝内容」を、系統性に配慮しながらしっかり研

究し、教員同士で高め合いながら授業の改善を図っていくこと。 

  オ 「算数部会」「国語部会」「心の部会」「体の部会」の設置と校内研修の見直し 

   （ア）「生きる力の育成」に向け、四部会の役割を明確にし、具体的な取組や実践を組織的・計画的

に推進している。 

   （イ）取組内容については、一人一役として責任をもって確実に実践できるようにする。 
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（３）市立中村西中学校の取組 

  ア 自己実現を目指した教育活動の展開（マズローの応用） 

   （ア）授業場面や生活面等における日常的な声掛けについて生徒指導の３つの機能を生かした内容を

意識して行っている。 

   （イ）子ども理解の一助となる教育相談については、各学期に１回生徒全員を対象に行っている。 

   （ウ）意識調査については、時期を変えながら人権意識調査・道徳教育意識調査・QU 学級集団調査・

いじめ防止チェックシート・学校生活アンケート・学校評価アンケート調査を定期的に行って

いる。 

イ 授業改善を骨格にした校内研修の充実 

   （ア）小中連携に視点を当てた従業改善と校内研修に  

努めている。 

   （イ）中村西中学校のスタンダードを提示し、公開授

業の観点並びに授業設計のポイントを明確にし

ている。 

   （ウ）事後研の中で参加者から授業の反省を観点ごと

に具体的に聞き取った評価シートと、生徒の授

業評価と合わせて分析している。 

  ウ 生徒指導の三機能を活用した授業評価 

   （ア）「授業に生徒指導の機能を生かすためのチェッ

クリスト」に基づいて生徒は、自己決定の場・

自己存在感・共感的な人間関係の育成の観点か

ら授業を評価する。 

  エ 授業評価の点数化と全教員による共有化 

   （ア）「授業研究会参加者シート」に基づき、学習過

程ごとに設定した評価の観点を点数化し、客観

的なデータを全教員で共有化している。 
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４ 成果と課題 

（１）成果 

ア 四万十市では「知」「徳」「体」の視点で、児童生徒の現状を分析し、各学校、教員が同じ問題

意識を持ち、課題を把握し、日々の教育活動に取り組んでいる。「ALL しまんと」を合い言葉に

「一校一役指定研究」を行うなど、各学校が研究を推進できるよう教育委員会がサポートしてい

る。 

  イ 市立具同小学校長から色々と説明していただいたが、指導主事を務めていた経緯もあり、大変

綿密な学校経営計画を学ぶことができた。学力調査の分析も細かく、設定目標（点数）も明確に

して日々の研修を行っていた。 

ウ 市中村西中学校は具同小学校の児童が進学してくる。しかし、県立の中学校へ優秀な生徒が流

れていくため、学力や生徒指導上の問題も抱えている現状にあるが、授業改善を骨格にし、教育

相談や研修体制を確立して日々の実践に取り組んでいる。特に、生徒指導の機能を活かした授業

改善は注目に値する。 

（２）課題 

  ア 別海町の教職員の課題意識の共有化については、本町は距離が遠く横の繋がりが希薄であるこ

とを改めて課題として受け止めたい。例えば隣の学校の研修課題を知っているだろうか？各学校

で研究会等を行っても時期が重なり、なかなか参加できないのが現状である。そこで活用すべき

は別教研ではないかと考える。生き抜く力を向上するためには、別海町の子どもたちには何が必

要かを明確にし、それを基に別教研で別海町共通の研修課題・仮説を立て、それに沿った形で各

学校が研修を進めていき、年３回の研修日は、当番制にして各学校へ別海町の教員が全員参加す

る研修にしていけば、最近では見られない大変充実した活気ある研究会になる。「研究授業参観の

視点（シート）」も別海町共通の様式があれば更に効果的である。 

イ 生徒指導の３機能を活かした授業改善（自己決定・自己存在感・共感的な人間関係）について

は、別海町の中学校では一教科一人の学校が多く、同じ教科の先生から教材研究の方法を学びた

いという声があるが、この生徒指導の３機能を授業の視点として重点を置くなら、教科の垣根な

く研修を進めていけるのではないかと考える。どんな教材を使うかではなく、その教材をどう生

かして生徒を育てていくかという生徒指導の３機能を意識していけば、どの教科でも同じ視点に

立って生徒を指導していける。小学校教員もこの視点であれば、中学校の授業研修にも積極的に

参加できる。 

ウ 授業評価の見直しについては、研究授業において最近では、付箋紙に意見などを書いて交流す

るワークショップ形式等で事後研修を行っているが、具同小・中村西中では「研究授業参観の視

点（シート）」があり、授業者が予め意識していた視点が「できたか、できなかったか」を点数化

し評価している。大変シビアだが、授業力（教師力）を向上するためには取り組んでいく価値が

ある。もちろん、他者に評価してもらうだけではなく、自己評価の指標があれば授業改善に繋が

っていく。
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平成26年12月3日
別海町教育委員会指導室

授業改善 子
ど
も
の
学
力
向
上

学びの自覚

別海型の教育の推進

○　月ごとの期間を決めて、全町の児童生徒が取り組む。
○　各学校から取り組んだ時間の報告を受け、委員会で合計し、
　通信形式で各学校に周知する。
○　毎月の数値が児童生徒の励みになり、町としての意識を
　高めていく。

学ぶ意識の自覚化
「自律的学習者」の育成

育てたい力⇔学習活動⇔まとめ（評価）

意図的な交流
を生み出す表
現の場の工夫

＜家庭学習アイディアコーナー＞

○手引きの作成（配布で終わらず、ＰＤＣＡサイクルでチェック）

○学習課題の準備と子どもが選ぶ「バイキング宿題」

○保護者を巻き込む「赤ペン先生」

○予習から授業へ、授業から復習へ、学びのつながりがある宿題

○全教員による家庭学習担任制の導入　○GOODノートの掲示

○個人差に対応した質と量　○取り組んだページに内容と時間の記入
○点検者のコメントの記入　○やらされている意識の回避
○目的の明確化「何のために」「どのように」などのキャリア教育との関連

家
庭
学
習

○自分の考えを

　表現する場面

○意図的な話合

　い活動の導入

小１

小３

小４

小６

中２

中１

中３

小５

小２

登校の魅力を実感させ、知識・技能を確実に身に付けたいと思う
時期（家庭で復習すればよく分かるという事実に出会わせ、家庭
学習の動機付けを図る）

遊びの魅力を実感させ、指導内容が増大し難易度が高まり差が見
えてくる時期（学習の習慣化を強力に指導する）

理解の魅力を実感させ、授業がフィードバックの時間となる喜びが
分かる時期（復習定着型の学びと予習獲得型の学びを併用しな
がら確かな学びを推進する）

第３章 各ブロックでの「別海町型教育」の推進案について 

 

 視察研修終了後、中央地区・東地区・西地区の各々が担当している課題に対してブロ

ックごとに協議をし、視察地の取組を参考に、「別海町型教育」の確立に向けた推進案

を考察した。各ブロックでの「別海町型教育」の推進案は次のとおりである。 

 

１ 学力の向上（中央地区担当） 

 

「生き抜く力を身に付けた子とは、学び続ける子どもである」 

 

＜案①＞学びの自覚（学ぶ意識の自覚化「自律的学習者」の育成） 

     ９年間を見通した学びの自覚化計画を実施。 

 ＜案②＞授業改善（意図的な交流を生み出す表現の場の工夫） 

     自分の考えを表現する場面、意図的な話合い活動の導入。⇒言語活動の充実 

 ＜案③＞家庭学習（やらされている意識の回避） 

    「みんなでやろうぜ！家庭学習」ＷＥＥＫ 

町内全児童生徒の家庭学習合計時間を可視化。⇒数値が児童生徒の励みに 

 

※詳細は以下の【イメージ図】のとおり 

【イメージ図】 
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平成26年12月11日
別海町教育委員会
指導室作成

運動の充実

食育の推進

偏

　「早寝・早起き・朝ごはん、テレビを止めて外遊び」に加えて、情報モラルの意識向上を図る『スイッチ
ＯＦＦ２２』（２２時にテレビやＳＮＳの電源を切る）運動に取り組む。

子
ど
も
の
生
活
力
・
体
力
向
上

生活の点検

　健康観察やメディアコントロールシート等を活用して、子どもの生活に関する調査を行い、よりよい生
活習慣が確立できるよう働き掛ける。

少

細 孤

　ＳＮＳの約束や睡眠時間の確保等の話題を積極的に親子のアサーティブな会話に取り入れ、改善意
識の自覚化を図る。

別海型の教育の推進

食

栄養教諭の専門性を
生かした給食指導の工夫
【１校１品コンテストの開催】
　地域の食材や苦手な食材など、子どもの発想を
生かした料理コンテストを行い、各学校で選ばれ
た優秀レシピを給食メニューにする。

【学校給食センターからの贈り物】
　献立表に「luckyday」を設けて、星型の人参
や色違いの団子などをメニューに入れて食に関
する意欲を喚起する。

全校縄跳び

中学校教員に
よる出前授業

□「どさんこ元気アップチャレンジ」の活用（道教委）
□始業前の時間の利用や検定カードによる取組
□跳んだ回数の可視化

校舎内外の空間を
利用した遊び作り

■指導内容や評価方法に関する実践研修の場
■器械体操など専門性を活かした小中連携
■運動の楽しさを知るきっかけ作り

◇校舎内のデットスペースを利用した
　遊び場づくり
　・立ち幅跳び　・バランスボード
　・ジャンプタッチ　・トンネルロード　など

ＢＭＣ

　本町の小１～中３の肥満
傾向の出現率です。９学
年中７学年で全道・全国を
越えています。

平成２５年度データ

 

 

２ 生活力・体力の向上（東地区担当） 

 

「生き抜く力を身に付けた子とは、ボディ（食・運動）と 

メディア（生活）をコントロールできる子どもである」 

 

＜案①＞生活の点検（学校・家庭・地域で取り組む） 

     学校：生活実態調査⇒メディアコントロールシート等の活用。 

     家庭：親子の会話で生活ルールを意識づけ、子どもたちに自覚させる。 

     地域：町民の合い言葉で情報モラルの意識向上を図る。 

         例）スイッチＯＦＦ２２（２２時にテレビやＳＮＳの電源を切る） 

 ＜案②＞食育の推進（栄養教諭の専門性を生かした給食指導の工夫） 

      １校１品 給食メニューコンテストの開催。 

      学校給食センターからの贈り物。（星型ニンジンをカレーライスに混入など） 

 ＜案③＞運動の充実（体を動かす楽しさを実感できる場所と時間の創出） 

      町内全校で縄跳びの実施。 

中学校教諭による積極的な出前授業の実施。 

校舎内外の空間を利用した遊び場の仕掛けづくり。 

 

※詳細は以下の【イメージ図】のとおり 

【イメージ図】 
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平成26年12月4日
別海町教育委員会
指導室作成

＜子どもの様子＞

＜教師の様子＞

【私は公開授業で次のような視点で授業を観て学びます。】

教
師
力
の
向
上

○授業技術の向上を図る研修内容の見直し

□中学校区での取組

＊教育活動のつながりを見直し、教育課程

　　の改善を図る。

＊１５歳の育ちを共有し、学習規律や生活

　　規律を検討する。

＊地域で育てる意識をもって、効果的な研

　　修会を開催する。

□生徒指導の３つの機能を活かした授業

＊自己決定の場があるか？

＊自己存在感を与えているか？

＊共感的理解を図っているか？

校外研修

・仮説検証型研究に特化
　せず、模擬授業や場面
　指導など授業技術向上
　研修を取り入れる。
・授業場面における教師
　の動きやかかわりを検
　証できるチェックシート
　を開発する。
・授業中の発言を記録し
　たり、子どもの様子を
　撮影したりするなど
　自己点検を行う。
・隙間の時間を利用した
　ミニ研修を実施する。

校内研修

別海型の教育の推進

授
業
改
善

　子どもの育ちを意識した交流研
修会の充実

　子どもと教師の信頼関係を構築
する授業の工夫

○　町内の公開研究会を参観する際
　の授業改善の視点を設ける。
○　同一の規模や研究テーマの学校
　間で情報交流を積極的に行う。
○　主要な研修会及び研究会の内容
　を共有化するために「指導室だより」
　を発行する。
○　本町の教育課題の解決に向けた
　独自の講座を設け、中央集中型で
　はなく、地域別研修会を開催する。

◎次代の本町を担う人材育成
◎生きる力をはぐくむ
　信頼される学校づくり
◎特色ある教育活動の展開
・日常の授業改善のきっかけ
・個に応じた指導の充実
・校種の一貫性による研究

教師一人一人が教師力を高めると・・・
学級が変わります！職員室が変わります！学校が変わり
ます！そして、子どもたちが学校生活を楽しむようになりま
す。

「よい授業」のCheckTen！

 

 

３ 教師力の向上（西地区担当） 

 

 「生き抜く力を身に付けた子どもは、私たち教師が育てる」 

  

 ＜案①＞授業改善 

      小中一貫で子どもの育ちを！ 

       ⇒中学校区で教育活動のつながりを見直し、教育課程の改善を図る。 

 ＜案②＞共通した授業視点 

      「良い授業」の Check Ten！ 

⇒公開授業で町内教職員の共通視点の項目を作成。 

 ＜案③＞授業技術の向上を図る校内・外研修内容の見直し 

      校内：①隙間の時間を利用したミニ研修の実施。 

         ②模擬授業や場面指導など授業技術向上研修の実施。 

      校外：①主要な研修会及び研究会の内容を共有化するために「指導室だよ

り」を発行。 

②本町の教育課題の解決に向けた独自の地域別研修会の開催。 

 

※詳細は以下の【イメージ図】のとおり 

【イメージ図】 
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お わ り に 

 

 本報告書では、「生き抜く力（質の高い学力・豊かな心・逞しい生活力）アッ

ププロジェクト事業」により設置した「別海町生き抜く力向上策定プロジェク

ト会議」での今年度の取組内容をとりまとめた。 

 第１章では、本事業の主旨や内容、会議等の実施状況について記述し、第２

章では、教育に関して先進地域である秋田県横手市、大分県豊後高田市、高知

県四万十市での視察研修の内容を視察地ごとに報告書としてまとめた。 

第３章では、視察研修等を踏まえ、本プロジェクト構成員でブロックごとに

協議した内容を「別海町型教育」の推進案として提案した。 

 

別海町型教育を構築するためには、今後も一人一人の子どもたちのために教

壇に立っている町内の教職員が、本町にあった取組を検討し続ける必要がある。 

そのため、次年度も町内の教職員が教育に関する先進地を視察し、本町と先

進地の取組を比較分析し、本町の将来を担うであろう子どもたちのために別海

町型の教育を確立できるよう、本事業に力を入れていきたい。 

 

最後に、本事業を進めるにあたり、視察を受け入れていただいた秋田県横手

市、大分県豊後高田市、高知県四万十市の教育委員会や学校の方々、別海町型

の教育構築のために、本プロジェクトに携わり、多くの提案をしていただいた

プロジェクト構成員の方々に深く感謝申し上げたい。 
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